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１.はじめに

　建築社会デザイン工学科ではこれまで2つの GP を通し

て学生の主体的な学びを育む“社会を教室とする新しいエ

ンジニア教育”を実践してきた．その取組の中でデンマー

ク Aalborg 大学の The Aalborg PBL Model を知り筆者等は

平成23～24年当該大学にて主に建築学科を中心に建築教育

について調査をおこなった．

　Aalborg 大学は学生数約18500人，世界の企業との連携な

ど世界で最も進んだ工学系の PBL を実践している大学と

して知られる．教育の方法が我が国の大学高専の工学教育

と根本的に異なる．当該大学の教育方法は Project Based 
Learning に基づく Aalborg PBL モデルと呼ばれ，本校のよ

うな従来型は“伝統的な教育方法”として区別される．

　我が国の PBL を紹介する書籍はその多くが医学部系の

PBL（後述）であり，Aalborg PBL モデルのような工学系

プロジェクト型 PBL を紹介する日本語の文献・書籍や研

究を伊藤の論文
（1）

を除いて現時点で筆者らは把握してい

ない．

　本稿は Aalborg モデル及び実際の事例として Aalborg 大

学の建築教育を紹介するとともに，本校の伝統的な教育方

法との比較考察を

お こ な い，

Aalborg PBL モ デ

ル型のカリキュラ

ム導入の可能性に

ついて考察するこ

とを目的とする．

２．PBL 小史

　西欧諸国におい

ても長い間，高等教育の教授法について関心が払われるこ

とはなく，各専門の教授に任されていた．学生が急増した

1960年代の学生運動の中でマスプロ教育や従来型の教育に

対する批判が起こりその改善策として幾つかの新しい教授

法が提案された
（2）
．その中の 一つが PBL と呼ばれ広く知

られるようになったものである．しかし PBL が世界的に

広がるきっかけとなったのは McMaster 大学の医学部での

成功によるところが大きい．

2.1　医学部系の PBL

　1968年に PBL による新しい医学部がカナダの McMaster
大学に設立された．従来の医学部は研究が高度に専門化さ

れ患者の視点を見失っていた．McMaster 大学の新しいカ

リキュラムは患者のための医者を養成することを第一の目

的として，PBL による実践的な新しい教授法が導入され

た
（3）
．その学びの特徴は小グループワークによる学びの導

入である．この成功が他大学医学部に大きな影響を与え，
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直後にオランダの Maastricht 大学医学部（1972），オース

トラリアの Newcastle 大学医学部が新設された．この PBL
は McMaster モデル，医学部系モデル，あるいはピュアモ

デルとよばれ
（4）

我が国で紹介されている PBL は基本的に

この医学部系の PBL である．

2.2　デンマークにおける PBL

　一方，デンマークでは前述の医学部系 PBL とほぼ同時

期に，しかし独自に発展したという歴史をもつ
（5）
．ただし，

その基礎理論としては，Piaget, Dewey や Lewin そして

Vigotsky が参考とされるのは各国の PBL に共通している
（6）
．

これらの理論の共通点は“経験を得ることが学びのモチ

ベーションを高め，また，そのことがより進んだ学びの重

要なアプローチ”としていることである
（6）
．

　Aalborg 大学は工学教育におけるプロジェクト型の PBL
が特徴的である．その創設の背景には医学部系 PBL と同

様に1960年代の学生運動の中で学生が新たな学びを強く求

めたこと
（7）
，さらに当時環境悪化による産業や国力の衰退

が懸念され，産業界が国や地球の未来に必要な新たなスキ

ルや新しい能力の技術者を求めたという背景がある
（1）
．

　また，デンマークでは伝統的に特に社会科学の分野で社

会と関わるプロジェクトワークが重要視され研究の対象と

されてきた．このことがデンマークにおけるプロジェクト

型 PBL の成立に強く影響している．例えば，Kund Illeris
はプロジェクトワークを「実際に存在する社会に関わる問

題であり，従来の専門領域を超える幅広い領域に関わる問

題で，深い気づきを必要とする．また，一般社会での仕事

と同様に期限内に具体的な成果が要求される」と
（8）
．また

Berthelsen は「プロジェクトとは社会における望ましい変

化を提案するもので，かつ従来と同じではない新しい方法

での解決策が求められる，また個人ではこのような複雑な

問題を解決することが困難なのでグループワークが必要」

と定義づけている
（8）
．

　また，Aalborg 大学創設に際して，教師の役割の再検討

がもう一つの重要な課題であったという
（9）
．即ち，教師は

講義において知識を伝える役割ではなく，学生との協働の

学びの中での支援者としての役割への転換である
（10）

．教

師はファシリテータ的な役割を担う．このような経過を経

て1970年代に PBL を取り入れた2つの大学が創設された．

1972年に Roskilde 大学，1974年に Aalborg 大学である．

３.The Aalborg PBL model

　Aalborg model の模式図を図2に示す．ボローニャ協定に

より，2006年頃に当初のモデルから現在の新モデルに変更

されている
（11）

．　

3.1　Aalborg model の原理・原則

　Aalborg model は，problem-based and project-organized 
learning と定義される．その原理・原則は次の通りであ

る
（12）

．

（1）問題（Problem approach）から始まる学び

（2）従来の専門領域を超えた学際的な学び

（3）理論と実践の模範的な学び

（4）参加者（学生）主体のチームによる学び

（5）教師の役割は学生との協働の学びの中での支援者

3.2　Aalborg model の特徴

3.2.1プロジェクト中心

　図2に示すように学生が進級に必要な単位の1/2がプロ

ジェクトに割り当てられる．プロジェクトは行政や産業界

等からの提案，学生の興味があるもの，教師などのスタッ

フの関心があるもの等の組み合わせとして選択される
（13）

．

3.2.2プロジェクトとコースからなるハイブリッドモデル

　プロジェクトが全単位の1/2を占めカリキュラムの中心

であるが，プロジェクトをサポートするコースが残りの

1/2の割合で用意されているハイブリッド型である（図2）．
コースとは従来型の講義であるが，ワークショップ等も含

まれる（後述）．医学部系 PBL は講義等がない純粋モデル

であり，この点が医学部系 PBL と大きく異なる．

3.2.3半年のセメスター制

　Aalborg model は半年を1セメスターとする．学部は1セ
メスターから6セメスターの3年間，修士は1セメスターか

ら4セメスターの2年間である（表1）．これはボローニャ協

定により EU 共通である．

3.2.4スーパーバイザ（Supervisor）

　学生のグループを１～2名のスーパーバイザがアドバイ

ザとして担当する．スーパーバイザは必ずしも教授，准教

授だけではなく Research Assistant，PhD 学生も含まれる．

3.2.5グループ専用のスペース

　学生のグループワークのために全てのグループに専用の

スペースが用意されている．

４.The Aalborg model と建築教育

4.1　建築学科の構成

　建築学科は表1に示す4つのプログラムに分かれ，其々独
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立してカリキュラムが組まれている．本稿ではその中の

Architectural Design 修士1st
セメスター（MSc01-ARK，建

築修士1と表記）を中心に紹介する．

4.2　建築修士の各セメスターの大テーマ

　各セメスターにはカリキュラムの枠組みに相当する一つ

の大テーマが設定される（表2）．即ち，その大テーマの下

にプロジェクト及びコースの小テーマが設定される．従っ

てプロジェクトとコースは関連した内容となる．これも

Aalborg model の大きな特徴の一つである．

4.3　建築修士1セメスターのモジュール構成

　建築修士1セメスターのモジュール構成を表3に示す．①

プロジェクトジュール1②コースモジュール1③コースモ

ジュール2の3つのモジュールからなる．一つの大テーマの

下に講義やワークショップ（以下 WS）等関連する複数の

学びが含まれる“モジュール”という考え方が特徴的であ

る．建築修士1セメスターではコースモジュールが2つ設定

されている．コースモジュールは従来型の講義を中心とす

るが，講義の他に WS，自学によるレポート課題や予習時

間も含まれる（図3）．プロジェクトをサポートする科目と

して位置付けられている．

4.4　建築修士1セメスターのスケジュールと授業カレンダ

　プロジェクトやコースモジュールのスケジュールを図3
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して位置付けられている。 

4.4建築修士 1 セメスターのスケジュールと授業カレンダ 

プロジェクトやコースモジュールのスケジュールを図 3

に、9～10 月（2012 年）の授業カレンダを図 4 に示す。ス

ケジュールはモジュール単位でセットされるので、集中講

義的なスケジュールとなる。我が国の一般的な週単位の時

間割と大きく異なる。2012 年 9 月のカレンダでは、コース

モジュール１の講義から始まり、WS、WS のレポート提出後

に個人評価が行われ終了する。プロジェクトのイントロダ

クションはコースモジュール 1の個人評価の前日に行われ、

個人評価後に敷地見学旅行、そしてグループ編成がおこな

われる。その後に、コースモジュール２の講義が始まる。

講義の後に WS があり 11 月初旬に終了する。以降学生はメ

ーンプロジェクトの設計に集中する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 セメスター 単位

・Project Tectonic Design & Nordic Architecture 20 ECTS

・Course
Studies and Experimentation in Tectonic Culture

（建築構法文化の学習と演習）
5 ECTS

・Course 
Engineering Architecture and Tectonic Design

（建築構造と建築構法デザイン）
5 ECTS

・Project Sustainable Architecture 20 ECTS

・Course
Architectural Concepts in Integrarated Desin

（建築的概念と統合されたデザイン）
5 ECTS

・Course 
Architectural Zero-energy Concepts

（建築的ゼロエネルギー概念）
5 ECTS

・Project Architectural Research & Development 20 ECTS

・Course Architectural reｌated Research（建築に関わる調査） 5 ECTS

・Course 
Transfer of Knowledge from Architectural Research to

Practice（建築的調査から実践へ）
5 ECTS

・Procect Professional Development（インターンシップ） 30 ECTS

30 ECTS

4
th Master's Thesis（修士論文） 30 ECTS

テーマ

1
st

2
nd

3
rd

Tectonic Design & Nordic Architecture（建築構法と北欧建築）

Sustainable Architecture（持続可能な建築）

Architectural Research & Development（建築的調査と開発）

or

or

・Study  at another University（他大学での研究）

表 2 建築修士 1～４セメスターの大テーマ 

Project module 1: Tectonic
Design & Nordic
Architecture

Course module 1: Studies
and Experimentation in
Tectonic Culture

Course module 2:
Engineering Architecture
and Tectonic Design

20 ECTS 5 ECTS 5 ECTS

7-point marking scale 7-point marking scale Pass/Fail

See page 8 See page 18 See page 26
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Sun Mon Tue Wed The Fri Sat
26 27 28 29 30 31 September  01

02 03 04 05 06 07 08
9:00 Semester start
(PHK,AC,MFH DP)
Toldboden

8:00 SET -
Supervision
(MFH,AC,DP) Group
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8:00 Tectonics-1 (AC)
Toldboden

10:00 SET - Lec 1
(MFH) Toldboden

10:00 Tectonics-2
(MFH) Toldboden

12:45 SET - Lec  2
(MFH) Toldboden

12:45 Tectonics-3
(PHK) Toldboden

09 10 11 12 13 14 15
8:00 SET - Lec 3
(MFH) Toldboden

8:00 SET -
Supervision
(MFH,AC,DP) Group
room

8:00 SET - Lec 4
(MFH) Toldboden

8:00 SET -
Supervision (MFH,AC)
Group room

8:00 SET - Self sutudy
Group room

10:00 SET - Self
sutudy Group room

11:00 Steering group
meeting Pejsestuen

12:00 Reserved for
meetings

12:45 SET - Self
sutudy Group room

16 17 18 19 20 21 22
9:00 SET - Lec 5
(MFH) Toldboden

8:00 SET - Workshop
(MFH,DP,DP;HBO)
Bispensgade - group
rooms

8:00 SET - Workshop
(MFH,HBO) Tech
College Aalborg,
Construction College
- Oster Uttrup Vej
1,9000 Aalborg

8:00 SET - Workshop
(MFH,AG) Tech
College Aalborg,
Construction College
- Oster Uttrup Vej
1,9000 Aalborg

8:00 SET - Workshop-
Self sutudy

12:45 SET -
Workshop (MFH,AG)
Bispensgade - group
rooms

12:45 SET -
Workshop
(MFH,DP,HBO)
Bispensgade - group
rooms

12:00 Reserved for
meetings

12:45 SET -
Workshop (MFH,AG)
Tech College Aalborg,
Construction College
- Oster Uttrup Vej
1,9000 Aalborg

12:45 SET -
Workshop-Self sutudy
Tech College Aalborg,
Construction College
- Oster Uttrup Vej
1,9000 Aalborg

23 24 25 26 27 28 29
8:00 SET - Workshop
(MFH,LF) Tech
College Aalborg,
Construction College

8:00 SET - Workshop
pinup critique
(MFH,AG,LF) Tech
College Aalborg,
Construction College

8:00 SET submission
Digital

9:00 Introduction to
Main Project
(AC,MFH,DP;PHK)
Toldboden

11:00 Steering group
meeting -eval SET
Pejsestuen

11:00
NordicArchitecture
(AC) Toldboden

12:00 Reserved for
meetings

13:15  Guest lecture -
Church Architecture
(MK,AC) Toldboden

30 10月01 02 03 04 05 06
8:00 SET Exam
(MFH,PHK)
12:00 Reserved for
meetings

07 08 09 10 11 12 13
8:00 Excursion
12:00 Reserved for
meetings

14 15 16 17 18 19 20
8:00 Main Project -
Group Formation
(PHK) Toldboden

8:00 EA - Lec2 (DP)
Toldboden

8:00 EA - Lec4
(FH,PHK)  Toldboden

12:45 EA - Lec1 (DP)
Toldboden

12:45 EA - Lec3
(FH,PHK)  Toldboden

15:00 Utzon Lecture:
Matthias Kohler Uzton
Center

10:00 WS1:Sketching
(OVP) Kunsten, Kong
Christians Allle 50,
9000 Aalborg

12:45 SET - Self study
Tech College Aalborg,
Construction College

12:45 SET -
Workshop (Self study)
Tech College Aalborg,
Construction College

9:00 Problem based
Lerning Introduction
(mandatory for
international students
+ new students from
other Universities)
Tegnesalen, Gammel
Torv

9:00 Problem based
Lerning Introduction
(mandatory for
international students
+ new students from
other Universities)
Tegnesalen, Gammel
Torv

12:45 SET -
Supervision (MFH,
AC,DP) Group room

12:45 SET - Self
sutudy Group room

12:45 SET -
Supervision (MFH,
AC) Group room

10:00 WS1:Sketching
(OVP) Kunsten, Kong
Christians Allle 50,
9000 Aalborg

13:00 Problem based
Lerning Introduction
(mandatory for
international students
+ new students from
other Universities)
Tegnesalen, Gammel
Torv

12:45 SET -
Supervision (MFH,
AC,DP) Group room

9:00 Problem based
Lerning Introduction
(mandatory for
international students
+ new students from
other Universities)
Tegnesalen, Gammel
Torv

8:00 Excursion 8:00 Excursion 8:00 Excursion 8:00 Excursion

8:00 SET Exam
(MFH,PHK)

8:00 SET Exam
(MFH,PHK)

8:00 Excursion 8:00 Excursion

8:00 SET Exam
(MFH,PHK)

表 4 建築修士 1セメスターのカレンダ 
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5 ECTS

・Project Architectural Research & Development 20 ECTS

・Course Architectural reｌated Research（建築に関わる調査） 5 ECTS

・Course 
Transfer of Knowledge from Architectural Research to

Practice（建築的調査から実践へ）
5 ECTS

・Procect Professional Development（インターンシップ） 30 ECTS

30 ECTS

4
th Master's Thesis（修士論文） 30 ECTS

テーマ

1
st

2
nd

3
rd

Tectonic Design & Nordic Architecture（建築構法と北欧建築）

Sustainable Architecture（持続可能な建築）

Architectural Research & Development（建築的調査と開発）

or

or

・Study  at another University（他大学での研究）

表 2 建築修士 1～４セメスターの大テーマ 

Project module 1: Tectonic
Design & Nordic
Architecture

Course module 1: Studies
and Experimentation in
Tectonic Culture

Course module 2:
Engineering Architecture
and Tectonic Design

20 ECTS 5 ECTS 5 ECTS

7-point marking scale 7-point marking scale Pass/Fail

See page 8 See page 18 See page 26
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Sun Mon Tue Wed The Fri Sat
26 27 28 29 30 31 September  01

02 03 04 05 06 07 08
9:00 Semester start
(PHK,AC,MFH DP)
Toldboden

8:00 SET -
Supervision
(MFH,AC,DP) Group
room

8:00 Tectonics-1 (AC)
Toldboden

10:00 SET - Lec 1
(MFH) Toldboden

10:00 Tectonics-2
(MFH) Toldboden

12:45 SET - Lec  2
(MFH) Toldboden

12:45 Tectonics-3
(PHK) Toldboden

09 10 11 12 13 14 15
8:00 SET - Lec 3
(MFH) Toldboden

8:00 SET -
Supervision
(MFH,AC,DP) Group
room

8:00 SET - Lec 4
(MFH) Toldboden

8:00 SET -
Supervision (MFH,AC)
Group room

8:00 SET - Self sutudy
Group room

10:00 SET - Self
sutudy Group room

11:00 Steering group
meeting Pejsestuen

12:00 Reserved for
meetings

12:45 SET - Self
sutudy Group room

16 17 18 19 20 21 22
9:00 SET - Lec 5
(MFH) Toldboden

8:00 SET - Workshop
(MFH,DP,DP;HBO)
Bispensgade - group
rooms

8:00 SET - Workshop
(MFH,HBO) Tech
College Aalborg,
Construction College
- Oster Uttrup Vej
1,9000 Aalborg

8:00 SET - Workshop
(MFH,AG) Tech
College Aalborg,
Construction College
- Oster Uttrup Vej
1,9000 Aalborg

8:00 SET - Workshop-
Self sutudy

12:45 SET -
Workshop (MFH,AG)
Bispensgade - group
rooms

12:45 SET -
Workshop
(MFH,DP,HBO)
Bispensgade - group
rooms

12:00 Reserved for
meetings

12:45 SET -
Workshop (MFH,AG)
Tech College Aalborg,
Construction College
- Oster Uttrup Vej
1,9000 Aalborg

12:45 SET -
Workshop-Self sutudy
Tech College Aalborg,
Construction College
- Oster Uttrup Vej
1,9000 Aalborg

23 24 25 26 27 28 29
8:00 SET - Workshop
(MFH,LF) Tech
College Aalborg,
Construction College

8:00 SET - Workshop
pinup critique
(MFH,AG,LF) Tech
College Aalborg,
Construction College

8:00 SET submission
Digital

9:00 Introduction to
Main Project
(AC,MFH,DP;PHK)
Toldboden

11:00 Steering group
meeting -eval SET
Pejsestuen

11:00
NordicArchitecture
(AC) Toldboden

12:00 Reserved for
meetings

13:15  Guest lecture -
Church Architecture
(MK,AC) Toldboden

30 10月01 02 03 04 05 06
8:00 SET Exam
(MFH,PHK)
12:00 Reserved for
meetings

07 08 09 10 11 12 13
8:00 Excursion
12:00 Reserved for
meetings

14 15 16 17 18 19 20
8:00 Main Project -
Group Formation
(PHK) Toldboden

8:00 EA - Lec2 (DP)
Toldboden

8:00 EA - Lec4
(FH,PHK)  Toldboden

12:45 EA - Lec1 (DP)
Toldboden

12:45 EA - Lec3
(FH,PHK)  Toldboden

15:00 Utzon Lecture:
Matthias Kohler Uzton
Center

10:00 WS1:Sketching
(OVP) Kunsten, Kong
Christians Allle 50,
9000 Aalborg

12:45 SET - Self study
Tech College Aalborg,
Construction College

12:45 SET -
Workshop (Self study)
Tech College Aalborg,
Construction College

9:00 Problem based
Lerning Introduction
(mandatory for
international students
+ new students from
other Universities)
Tegnesalen, Gammel
Torv

9:00 Problem based
Lerning Introduction
(mandatory for
international students
+ new students from
other Universities)
Tegnesalen, Gammel
Torv

12:45 SET -
Supervision (MFH,
AC,DP) Group room

12:45 SET - Self
sutudy Group room

12:45 SET -
Supervision (MFH,
AC) Group room

10:00 WS1:Sketching
(OVP) Kunsten, Kong
Christians Allle 50,
9000 Aalborg

13:00 Problem based
Lerning Introduction
(mandatory for
international students
+ new students from
other Universities)
Tegnesalen, Gammel
Torv

12:45 SET -
Supervision (MFH,
AC,DP) Group room

9:00 Problem based
Lerning Introduction
(mandatory for
international students
+ new students from
other Universities)
Tegnesalen, Gammel
Torv

8:00 Excursion 8:00 Excursion 8:00 Excursion 8:00 Excursion

8:00 SET Exam
(MFH,PHK)

8:00 SET Exam
(MFH,PHK)

8:00 Excursion 8:00 Excursion

8:00 SET Exam
(MFH,PHK)

表 4 建築修士 1セメスターのカレンダ 
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てプロジェクトとコースは関連した内容となる。これも

Aalborg modelの大きな特徴の一つである。 

4.3 建築修士 1セメスターのモジュール構成 

建築修士 1 セメスターのモジュール構成を表 3 に示す。

①プロジェクトジュール 1②コースモジュール 1③コースモ

ジュール 2 の３つのモジュールからなる。一つの大テーマ

の下に講義やワークショップ（以下 WS）等関連する複数の

学びが含まれる“モジュール”という考え方が特徴的であ

る。建築修士 1 セメスターではコースモジュールが２つ設

定されている。コースモジュールは従来型の講義を中心と

するが、講義の他に WS、自学によるレポート課題や予習時

間も含まれる（図 3）。プロジェクトをサポートする科目と

して位置付けられている。 

4.4建築修士 1 セメスターのスケジュールと授業カレンダ 

プロジェクトやコースモジュールのスケジュールを図 3

に、9～10 月（2012 年）の授業カレンダを図 4 に示す。ス

ケジュールはモジュール単位でセットされるので、集中講

義的なスケジュールとなる。我が国の一般的な週単位の時

間割と大きく異なる。2012 年 9 月のカレンダでは、コース

モジュール１の講義から始まり、WS、WS のレポート提出後

に個人評価が行われ終了する。プロジェクトのイントロダ

クションはコースモジュール 1の個人評価の前日に行われ、

個人評価後に敷地見学旅行、そしてグループ編成がおこな

われる。その後に、コースモジュール２の講義が始まる。

講義の後に WS があり 11 月初旬に終了する。以降学生はメ

ーンプロジェクトの設計に集中する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 セメスター 単位

・Project Tectonic Design & Nordic Architecture 20 ECTS

・Course
Studies and Experimentation in Tectonic Culture

（建築構法文化の学習と演習）
5 ECTS

・Course 
Engineering Architecture and Tectonic Design

（建築構造と建築構法デザイン）
5 ECTS

・Project Sustainable Architecture 20 ECTS

・Course
Architectural Concepts in Integrarated Desin

（建築的概念と統合されたデザイン）
5 ECTS

・Course 
Architectural Zero-energy Concepts

（建築的ゼロエネルギー概念）
5 ECTS

・Project Architectural Research & Development 20 ECTS

・Course Architectural reｌated Research（建築に関わる調査） 5 ECTS

・Course 
Transfer of Knowledge from Architectural Research to

Practice（建築的調査から実践へ）
5 ECTS

・Procect Professional Development（インターンシップ） 30 ECTS

30 ECTS

4
th Master's Thesis（修士論文） 30 ECTS

テーマ

1
st

2
nd

3
rd

Tectonic Design & Nordic Architecture（建築構法と北欧建築）

Sustainable Architecture（持続可能な建築）

Architectural Research & Development（建築的調査と開発）

or

or

・Study  at another University（他大学での研究）

表 2 建築修士 1～４セメスターの大テーマ 

Project module 1: Tectonic
Design & Nordic
Architecture

Course module 1: Studies
and Experimentation in
Tectonic Culture

Course module 2:
Engineering Architecture
and Tectonic Design

20 ECTS 5 ECTS 5 ECTS

7-point marking scale 7-point marking scale Pass/Fail

See page 8 See page 18 See page 26
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Sun Mon Tue Wed The Fri Sat
26 27 28 29 30 31 September  01

02 03 04 05 06 07 08
9:00 Semester start
(PHK,AC,MFH DP)
Toldboden

8:00 SET -
Supervision
(MFH,AC,DP) Group
room

8:00 Tectonics-1 (AC)
Toldboden

10:00 SET - Lec 1
(MFH) Toldboden

10:00 Tectonics-2
(MFH) Toldboden

12:45 SET - Lec  2
(MFH) Toldboden

12:45 Tectonics-3
(PHK) Toldboden

09 10 11 12 13 14 15
8:00 SET - Lec 3
(MFH) Toldboden

8:00 SET -
Supervision
(MFH,AC,DP) Group
room

8:00 SET - Lec 4
(MFH) Toldboden

8:00 SET -
Supervision (MFH,AC)
Group room

8:00 SET - Self sutudy
Group room

10:00 SET - Self
sutudy Group room

11:00 Steering group
meeting Pejsestuen

12:00 Reserved for
meetings

12:45 SET - Self
sutudy Group room

16 17 18 19 20 21 22
9:00 SET - Lec 5
(MFH) Toldboden

8:00 SET - Workshop
(MFH,DP,DP;HBO)
Bispensgade - group
rooms

8:00 SET - Workshop
(MFH,HBO) Tech
College Aalborg,
Construction College
- Oster Uttrup Vej
1,9000 Aalborg

8:00 SET - Workshop
(MFH,AG) Tech
College Aalborg,
Construction College
- Oster Uttrup Vej
1,9000 Aalborg

8:00 SET - Workshop-
Self sutudy

12:45 SET -
Workshop (MFH,AG)
Bispensgade - group
rooms

12:45 SET -
Workshop
(MFH,DP,HBO)
Bispensgade - group
rooms

12:00 Reserved for
meetings

12:45 SET -
Workshop (MFH,AG)
Tech College Aalborg,
Construction College
- Oster Uttrup Vej
1,9000 Aalborg

12:45 SET -
Workshop-Self sutudy
Tech College Aalborg,
Construction College
- Oster Uttrup Vej
1,9000 Aalborg

23 24 25 26 27 28 29
8:00 SET - Workshop
(MFH,LF) Tech
College Aalborg,
Construction College

8:00 SET - Workshop
pinup critique
(MFH,AG,LF) Tech
College Aalborg,
Construction College

8:00 SET submission
Digital

9:00 Introduction to
Main Project
(AC,MFH,DP;PHK)
Toldboden

11:00 Steering group
meeting -eval SET
Pejsestuen

11:00
NordicArchitecture
(AC) Toldboden

12:00 Reserved for
meetings

13:15  Guest lecture -
Church Architecture
(MK,AC) Toldboden

30 10月01 02 03 04 05 06
8:00 SET Exam
(MFH,PHK)
12:00 Reserved for
meetings

07 08 09 10 11 12 13
8:00 Excursion
12:00 Reserved for
meetings

14 15 16 17 18 19 20
8:00 Main Project -
Group Formation
(PHK) Toldboden

8:00 EA - Lec2 (DP)
Toldboden

8:00 EA - Lec4
(FH,PHK)  Toldboden

12:45 EA - Lec1 (DP)
Toldboden

12:45 EA - Lec3
(FH,PHK)  Toldboden

15:00 Utzon Lecture:
Matthias Kohler Uzton
Center

10:00 WS1:Sketching
(OVP) Kunsten, Kong
Christians Allle 50,
9000 Aalborg

12:45 SET - Self study
Tech College Aalborg,
Construction College

12:45 SET -
Workshop (Self study)
Tech College Aalborg,
Construction College

9:00 Problem based
Lerning Introduction
(mandatory for
international students
+ new students from
other Universities)
Tegnesalen, Gammel
Torv

9:00 Problem based
Lerning Introduction
(mandatory for
international students
+ new students from
other Universities)
Tegnesalen, Gammel
Torv

12:45 SET -
Supervision (MFH,
AC,DP) Group room

12:45 SET - Self
sutudy Group room

12:45 SET -
Supervision (MFH,
AC) Group room

10:00 WS1:Sketching
(OVP) Kunsten, Kong
Christians Allle 50,
9000 Aalborg

13:00 Problem based
Lerning Introduction
(mandatory for
international students
+ new students from
other Universities)
Tegnesalen, Gammel
Torv

12:45 SET -
Supervision (MFH,
AC,DP) Group room

9:00 Problem based
Lerning Introduction
(mandatory for
international students
+ new students from
other Universities)
Tegnesalen, Gammel
Torv

8:00 Excursion 8:00 Excursion 8:00 Excursion 8:00 Excursion

8:00 SET Exam
(MFH,PHK)

8:00 SET Exam
(MFH,PHK)

8:00 Excursion 8:00 Excursion

8:00 SET Exam
(MFH,PHK)
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に，9～10月（2012年）の授業カレンダを図4に示す．スケ

ジュールはモジュール単位でセットされるので，集中講義

的なスケジュールとなる．我が国の一般的な週単位の時間

割と大きく異なる．2012年9月のカレンダでは，コースモ

ジュール1の講義から始まり，WS，WS のレポート提出後

に個人評価が行われ終了する．プロジェクトのイントロダ

クションはコースモジュール1の個人評価の前日に行われ，

個人評価後に敷地見学旅行，そしてグループ編成がおこな

われる．その後に，コースモジュール2の講義が始まる．

講義の後に WS があり11月初旬に終了する．以降学生は

メーンプロジェクトの設計に集中する．

　12月冬季休暇前に作品を提出，プロジェクトの評価が1
月に2週間かけて行われセメスターが終了する．

4.5　建築修士1のプロジェクト，各コースの内容

4.5.1　コースモジュール1

　テーマは「Studies and Experimentation of Tectonic Culture
（Tectonic 文化（Frampton, 1995）の考察と演習）」．まず過

去から現代の Tectonic 文化を中心に建築史・建築計画的な

講義があり，その後 WS（テーマは Place to Sit）が7日間

（70時間）行われる．グループは6人程度．学生はスケッチ

から始め，10分の１模型，5分の1模型とデザインを進め，

最終的には１：１実物大を製作する．べニア2枚で釘等は

使わず伝統的な継手で組み立てる．10分の１模型時点で中

間発表がある．担当教員は各グループを回り学生と議論す

る．構造担当の教員のチェックも入る．最終プレゼンテー

ションでは，外部講師も含めて3人のスーパーバイザがコ

メントを行う．レポートは個々人で提出し，最終評価は一

人一人の個人面接（口頭試問）による．7段階評価（後述）

により評価が行われる．

4.5.2　コースモジュール2

　テーマは Engineering Architecture and Tectonic Design（建

築構造と Tectonic デザイン）である．講義は設計のための

“構造設計理論”と演習で，Form- Material- Structure 及び

Parametric Design Process について学ぶ．後者はかつては

Architect，Engineer，Constructer の3者の役割が明確に分か

れていたが，現在は建築技術のツールを用いて3者が協働

で仕事ができることを指す．このことにより，より複雑で

質の高い建築が可能となってきている．その事例として伊

東豊雄と構造設計の佐々木睦朗によるせんだいメディア

テーク等が紹介される．

　また，ゴシック建築などの歴史的建築の解説からはじま

り，現代の構造としてケーブル，アーチ，トラス，ヴォー

図4　コースモジュール１の WS　①教員と議論する学生

②中間発表③構造の教員のアドバイス④最終プレゼン

図5　コースモジュール2の講義，WS，演習

図6　プロジェクトモジュールのイントロダクション，

グループ編成，スケッチの指導
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ルト，ドーム，シェル等について，さらに木造の解説があ

り，八代にある木島安史設計の石匠館等が紹介される．講

義に加えて学生は実際に Grasshopper と Autodesk 社の

ROBOT を使って実践的な演習を行う．

　WS は Parametric Design の事例として三分一博志設計の

六甲展望台の構造設計を担当した ARUP JAPAN 城所竜太

氏を招いて講義，WS が5日間（50時間）行われる．

4.5.3　プロジェクトモジュール

　プロジェクトモジュールの全体テーマは“Tectonic 
Design & Nordic Architecture”（Tectonic デザインと北欧建

築），メーンプロジェクトは設計で，そのテーマは“ノル

ウエイに建つ新しい教会”である．

（1）イントロダクションと講義

　内容は Tectonic デザインの解説，北欧の建築家 Asplund
や Aalto，Utzon, Pietila や Exner 等の北欧の建築家を中心

とした教会建築の紹介を，多くのスライドを用いておこな

われる．“Tectonic Culture”はケネス・フランプトンによっ

て提案された概念であり，邦語訳本
（14）

では“結構”とし

て訳されている．イントロダクションのまとめでは，

ETHICS（倫理）-AESTHETICS（美学）-TECTONICS（結

構）が設計上重視すべきこととして示される．引き続き，

約2時間の Nordic Architecture の講義，昼食を挟みゲストに

よる教会建築の講義が行われる．前者は主に Jørn Utzon の

作品を中心とした解説，後者はヘルシンキ在住の建築家

Matti 氏による教会建築を含む彼の作品の紹介である．

（2）グループ編成

　1週間の敷地見学旅行後にプロジェクトのグループ編成

が行われる．その方法は，まず学生一人一人がプロジェク

トに対する考えを簡単に述べた後に，学生同士の話し合い

で6人のグループが編成される．A4の表にメンバーを記入

し事務に提出する．グループに参加できない学生はおらず

15グループが編成された．

（3）ワークショップ _スケッチング

　スケッチ（WS）が連続2日間（20時間）行われる．場所

は Aalborg 市内にある Aalto 設計の Kunsten 美術館である．

スケッチの方法等の解説の後，3つの課題① trees（樹木）

② light（光）③ stone（石）が出され，学生はスケッチを

開始する．翌日の午前10時からグループ毎に約20分間，講

師が学生の作品の講評と指導を行う．

4.6　建築修士1セメスター各モジュールの評価の方法

4.6.1　コースモジュール１の評価

　WS に関する個人レポート提出後に個人面接による評価

が約80人の学生を対象に一人約30分，5日間かけてスー

パーバイザ2名で行われる．学生は模型やスケッチなどを

用いて約10分間説明（図8）の後に，スーパーバイザの質

問に答える．終了後，学生は一旦室外に出る．その間スー

パーバイザ2名で評価を決定．再度学生が入室して学生に

評価とその理由，今後に向けてアドバイスが伝えられる．

評価は全学部共通の7段階評価（図7）で A ～ E が合格で

ある．

4.6.2　コースモジュール2の評価

　個人による WS に関するレポートとグループによる参考

文献のレポートにより学期末に合否の2段階で評価される．

4.6.3　プロジェクトモジュールの評価
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が含まれている。各セメスターの単位 30ECTSのうち、６セ

メスター以外はコースモジュール 15ECTS、プロジェクトモ

ジュール 15ECTSとコースとプロジェクトに５割ずつが割り

振られている。６セメスターはプロジェクトモジュールの

割合が増え、20ECTSと修士と同じく２／３を占める。 

表 6 に各セメスターでのコースモジュールとプロジェク

トモジュールのテーマを示す。また表 7 に１セメスターで

のコースモジュールの講義内容を示す。これに示すように、

コースモジュールでは１つの大きな括りでのテーマ（５

ECTS_150時間）が 12程度の細分化された内容の講義によっ

て構成されている。講義は 45分を最小単位として考えられ

ており、１セメスターのコースモジュール１の講義は 45分

×２×12=18時間の実時間となる。プロジェクトモジュール

については、３セメスターまでは２つのプロジェクトで構

成されている。このうちプロジェクトモジュール１がメイ

ン課題、プロジェクトモジュール２が小課題と位置づけら

れている。４セメスター以降はメイン課題１つだけとなる。

また、各セメスターで開講されるコースモジュールは学期

の前半に集中して開講される傾向にあり、後半は主にプロ

ジェクトモジュール中心に活動できるようになっている。

4.8 建築学科のグループワーク環境 

表 5 単位数（ECTS）と時間数 Study Guideより 
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コースモジュール１ 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150
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プロジェクトモジュール１ 10 300 10 300 10 300 15 450 15 450 20 600
プロジェクトモジュール２ 5 150 5 150 5 150
合計 30 900 30 900 30 900 30 900 30 900 30 900
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図 8 コースモジュール１ 
の個人面接による評価 
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ある。
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E
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い。
F

図 7全学共通の 7段階評価(Aalborg Univ. 7point grading scale) 
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合計 30 900 30 900 30 900 30 900 30 900 30 900

5semester 6semester1semester 2semester 3semester 4semester

図 9プロジェクトの 
プレゼンテーション 

の配置 

図 8 コースモジュール１ 
の個人面接による評価 

段階

Ｍａｒｋ

評価

Ｄｉｓｉｇｎａｔｉｏｎ

説明

Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ
ECTS

12
大変優れている

Excellent

全ての面で目標を高いレベ

ルで達成している。ほとんど

補正すべき点がない。

A

10
大変良い

Verygood

殆どの面で目標を高いレベ

ルで達成している。少し補

正するべき点がある。

B

7 良い Good
目標をほぼ達成している。

多少補正すべき点がある。
C

4 普通 Fair

目標をある程度達成してい

る。かなり補正すべき点が

ある。

D

2
最低限度

Adequate

要求を最低限度満たしてい

る。
E

0
良くない

Inadequate

最低限の要求を満たしてい

ない。
Fx

-3
非常に良くない

Poor

全ての面で受け入れられな

い。
F

図 7全学共通の 7段階評価(Aalborg Univ. 7point grading scale) 
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時間が含まれている．各セメスターの単位30ECTS のうち，

6セメスター以外はコースモジュール15ECTS，プロジェク

トモジュール15ECTS とコースとプロジェクトに５割ずつ

が割り振られている．6セメスターはプロジェクトモジュー

ルの割合が増え，20ECTS と修士と同じく2／3を占める．

　表6に各セメスターでのコースモジュールとプロジェク

トモジュールのテーマを示す．また表7に１セメスターで

のコースモジュールの講義内容を示す．これに示すように，

コースモジュールでは１つの大きな括りでのテーマ

（5ECTS_150時間）が12程度の細分化された内容の講義に

よって構成されている．講義は45分を最小単位として考え

られており，1セメスターのコースモジュール1の講義は45
分×2×12=18時間の実時間となる．プロジェクトモジュー

ルについては，3セメスターまでは2つのプロジェクトで構

成されている．このうちプロジェクトモジュール1がメイ

ン課題，プロジェクトモジュール2が小課題と位置づけら

れている．4セメスター以降はメイン課題1つだけとなる．

Aalborg BPL model（磯田節子） 

Aalborg 大学建築学科は事務室、講義室、グループワーク

室が郊外にあるメーンキャンパスではなく中心市街地に分

散して立地している（図 12）。PBL のグループワークのため

のスペースも点在して立地し、学部から修士までの全ての

グループに割り当てられているのが特徴である。中心市街

地にあるグループワークがある建物は歩行者専用の中心商

店街に面し１階は店舗である。２階、３階、屋根裏がグル

ープワーク室となっている。グループワークスペースの平

面図、店舗外観と内部を図 13、14 に示す。建築学科では大

スペースをパーティション等で区切っている場合が多く見

られる。また図 13 のスペースもそうであるが、１フロアを

複数のセメスターの学生が共同で使用していることも多

い。グループワークスペースにはホワートボードや書棚等

が設置されている。フロアにはキッチンや食事スペースも

備えられている。学生は専用のカードキーを持ち 24 時間使

用可であり長期滞在も可能となっている。 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. 熊本高専との比較 

5.1 グループワーク環境 

Aalborg 大学ではプロジェクトのためのグループワークが

基本であり、その活動のためのスペースが全グループに割

り当てられている。聞取調査では大学全体では約 1300 のス

ペースが用意されているという。それに対し本校では、講 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 ５セメスターのプロジェクトの中間発表とレポート 

図 11 3セメスターのワークショップと原寸のモックアップ 

表 6 各モジュールのテーマ一覧 Study Guide より 
セメスター モジュール タイトル

Kursusmodul 1 理論、歴史、分析１

Kursusmodul 2 方法論と可視化１　アナログとデジタル

Kursusmodul 3 技術１：施工と材料　—　テクトニクスデザインへの導入

Projektmodul 1 ハーバーハウス

Projektmodul 2 形態１

Kursusmodul 1 理論、歴史、分析２

Kursusmodul 2 方法論と可視化２

Kursusmodul 3 技術２：数学と形態

Projektmodul 1 作業分析および変換（オーフス市庁舎の分析）

Projektmodul 2 形態２

Kursusmodul 1 理論、歴史、分析３

Kursusmodul 2 方法論と可視化３　—　デジタルツールとワークフロー

Kursusmodul 3 アーキテクトニック１　—　テクトニックビルデザイン

Projektmodul 1 最小住宅

Projektmodul 2 スペースと通路

Kursusmodul 1 理論、歴史、分析４

Kursusmodul 2 実験とプロセス１　—　パラメトリック設計（建築生態学）

Kursusmodul 3 アーバン　テクノロジー　１　—　密度とフロー

Projektmodul 1 開発計画と都市建築

Kursusmodul 1 理論、歴史、分析５　—　都市と建築の転換

Kursusmodul 2 方法と視覚化４　—　プログラムとダイアグラム

Kursusmodul 3 アーキテクトニック２　—　部屋と気候

Projektmodul 1 作業するスペース

Kursusmodul 1 方法と視覚化４　—　建築、ディテールそして普及

Kursusmodul 2 建築、工学、詳細設計

Projektmodul 1
バチェラープロジェクト　—統合された建築設計—　文化施
（オールボーシアターの設計）
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図 12 市中心部に分布する建築学科の講義室等 

表 7 建築学部１セメスターコースモジュールの内容 
1 Semester

Kursusmodul 1 理論、歴史、分析１

講義１ コースの概要“デザインの分析と評価”モデル

講義２ PBL：導入

講義３ グループとスーパーバイザーの協力

講義４ Problem based のプロジェクトにおけるプロジェクトマネジメント

講義５ 個人やグループでの学習プロセスの焦点

講義６ 社会的、技術的観点での２０世紀の建築とデザイン　Ⅰ

講義７ 社会的、技術的観点での２０世紀の建築とデザイン　Ⅱ

講義８ エンジニアリングと建築の役割

講義９ 実証／分析　科学と現象学

講義１０ 社会的に見られる建築様式とデザインの現代的問題　　構成主義の視

講義１１ （ワークショップ）　　　科学的なライティングと実践

講義１２ （ワークショップ）　　　学生セミナー　知識

Kursusmodul 2 方法論と可視化１　アナログとデジタル

講義１
フリーハンド、コンセプトスケッチ、レイアウト０１：

直感的スケッチと繰り返し方法

講義２
フリーハンド、コンセプトスケッチ、レイアウト０２：

発見、分析、普及するためのモノクロでのケーススタディ

講義３
フリーハンド、コンセプトスケッチ、レイアウト０３：

黄金分割と古典的構成原則、対角線と動的原理

講義４
フリーハンド、コンセプトスケッチ、レイアウト０４：

彩色：表現の方法

講義５
フリーハンド、コンセプトスケッチ、レイアウト０５：

キュービック、角柱、有機

講義６ 建築＆デザイン規律の実践と方法論０１：製図技術

講義７ 建築＆デザイン規律の実践と方法論０２：製図技術

講義８ 建築＆デザイン規律の実践と方法論０１：InDesign

講義９ 建築＆デザイン規律の実践と方法論０２：Photoshop

講義１０ 建築＆デザイン規律の実践と方法論０３：Illustrator

講義１１
建築＆デザイン規律の実践と方法論０４：CAD図面

Rhino 3Dによる基本的な２Dモデリング　パート１

講義１２
建築＆デザイン規律の実践と方法論０４：CAD図面

Rhino 3Dによる基本的な２Dモデリング　パート２

Kursusmodul 3 技術１：施工と材料　—　テクトニクスデザインへの導入

講義１ 形態、構造、材料

講義２ デザインの類型と静的原則

講義３ 安定

講義４ テクトニックコンセプト

講義５ テクトニック解析とデザイン：例

講義６ ディテールとマテリアル

講義７ 柱、フレーム、梁

講義８ ケーブル構造と膜

講義９−１４ テクトニック分析とデザイン
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面図、店舗外観と内部を図 13、14 に示す。建築学科では大

スペースをパーティション等で区切っている場合が多く見
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5.1 グループワーク環境 

Aalborg 大学ではプロジェクトのためのグループワークが

基本であり、その活動のためのスペースが全グループに割

り当てられている。聞取調査では大学全体では約 1300 のス

ペースが用意されているという。それに対し本校では、講 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 ５セメスターのプロジェクトの中間発表とレポート 

図 11 3セメスターのワークショップと原寸のモックアップ 
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表 7 建築学部１セメスターコースモジュールの内容 
1 Semester

Kursusmodul 1 理論、歴史、分析１

講義１ コースの概要“デザインの分析と評価”モデル

講義２ PBL：導入

講義３ グループとスーパーバイザーの協力

講義４ Problem based のプロジェクトにおけるプロジェクトマネジメント

講義５ 個人やグループでの学習プロセスの焦点

講義６ 社会的、技術的観点での２０世紀の建築とデザイン　Ⅰ

講義７ 社会的、技術的観点での２０世紀の建築とデザイン　Ⅱ

講義８ エンジニアリングと建築の役割

講義９ 実証／分析　科学と現象学

講義１０ 社会的に見られる建築様式とデザインの現代的問題　　構成主義の視

講義１１ （ワークショップ）　　　科学的なライティングと実践

講義１２ （ワークショップ）　　　学生セミナー　知識

Kursusmodul 2 方法論と可視化１　アナログとデジタル

講義１
フリーハンド、コンセプトスケッチ、レイアウト０１：

直感的スケッチと繰り返し方法

講義２
フリーハンド、コンセプトスケッチ、レイアウト０２：

発見、分析、普及するためのモノクロでのケーススタディ

講義３
フリーハンド、コンセプトスケッチ、レイアウト０３：

黄金分割と古典的構成原則、対角線と動的原理

講義４
フリーハンド、コンセプトスケッチ、レイアウト０４：

彩色：表現の方法

講義５
フリーハンド、コンセプトスケッチ、レイアウト０５：

キュービック、角柱、有機

講義６ 建築＆デザイン規律の実践と方法論０１：製図技術

講義７ 建築＆デザイン規律の実践と方法論０２：製図技術

講義８ 建築＆デザイン規律の実践と方法論０１：InDesign

講義９ 建築＆デザイン規律の実践と方法論０２：Photoshop

講義１０ 建築＆デザイン規律の実践と方法論０３：Illustrator

講義１１
建築＆デザイン規律の実践と方法論０４：CAD図面

Rhino 3Dによる基本的な２Dモデリング　パート１

講義１２
建築＆デザイン規律の実践と方法論０４：CAD図面

Rhino 3Dによる基本的な２Dモデリング　パート２

Kursusmodul 3 技術１：施工と材料　—　テクトニクスデザインへの導入

講義１ 形態、構造、材料

講義２ デザインの類型と静的原則

講義３ 安定

講義４ テクトニックコンセプト

講義５ テクトニック解析とデザイン：例

講義６ ディテールとマテリアル

講義７ 柱、フレーム、梁

講義８ ケーブル構造と膜

講義９−１４ テクトニック分析とデザイン
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また，各セメスターで開講されるコースモジュールは学期

の前半に集中して開講される傾向にあり，後半は主にプロ

ジェクトモジュール中心に活動できるようになっている．

4.8　建築学科のグループワーク環境

　Aalborg 大学建築学科は事務室，講義室，グループワー

ク室が郊外にあるメーンキャンパスではなく中心市街地に

分散して立地している（図12）．PBL のグループワークの

ためのスペースも点在して立地し，学部から修士までの全

てのグループに割り当てられているのが特徴である．中心

市街地にあるグループワークがある建物は歩行者専用の中

心商店街に面し1階は店舗である．2階，3階，屋根裏がグ

ループワーク室となっている．グループワークスペースの

平面図，店舗外観と内部を図13，14に示す．建築学科では

大スペースをパーティション等で区切っている場合が多く

見られる．また図13のスペースもそうであるが，1フロア

を複数のセメスターの学生が共同で使用していることも多

い．グループワークスペースにはホワイトボードや書棚等

が設置されている．フロアにはキッチンや食事スペースも

備えられている．学生は専用のカードキーを持ち24時間使

用可であり長期滞在も可能となっている．

５.熊本高専との比較

5.1　グループワーク環境

　Aalborg 大学ではプロジェクトのためのグループワーク

が基本であり，その活動のためのスペースが全グループに

割り当てられている．聞取調査では大学全体では約1300の
スペースが用意されているという．それに対し本校では，

講義室を改修して1室が PBL 演習室として2011年度に整備

された．活動する全グループが占有できるスペースが提供

されている事例は我が国ではないのではと考えられる．ま
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メントがあり，グループワーク環境の整備とともに，それ
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の取組に止まっている．また，工学教育のために開発され
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特に建築教育では設計をプロジェクトとして取り組む

Aalborg Model は参考とすべき点が多い．The Aalborg 
Model を本校に導入する場合障害となるのは，建築の分野
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表 8 Aalborg Universityと本校との学びの比較 

Aalborg　University_
Project　Based Learning

本校

学びの目的
専門家として生涯、継続的に続くであ
ろう学び方を学ぶ；Learning to learn

専門知識の定着

学びの責任 学生自身の責任 教師の責任

学生の姿勢 主体的 受身

教師の役割
専門知識の教授に加えて、ファシリテータ

として学生との協働の学びの中での助言
専門知識の教授、指導

カリキュラム プロジェクト中心 多くの専門科目中心

評価方法 口頭試問、レポート 筆記試験、レポート

  Research Reports of Kumamoto-NCT. Vol. 5  (2013) 

図20 Bloom’s Taxonomy New Version（Prof. Arne, 2011）
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学生諸君，事務の方々に大変お世話になった．ここに厚く

感謝の意を表したい．

（平成25年9月25日受付）

（平成25年12月3日受理）
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